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日
本
資
本
主
義
の
性
質
に
就
て

第
四
十
八
巻

六
八
四

第
四
競

九

日
本
資
本
主
義
の
性
質
に
就
て

|

|

農

村

枇

曾

機

構

を

中

心

と

し

て

1

l堀

どに

1~長

職

区コ，

日
本
資
本
主
義
の
性
質
に
闘
し
、
従
来
の
論
著
に
於
て
主
と
し
て
問
題
と
せ
ら
れ
た
重
要
た
黙
の
一
つ
は
、
急
速
に
設
展
せ
る
資

本
主
義
経
済
と
未
だ
資
本
主
義
化
し
た
と
は
栴
し
難
き
農
村
経
済
と
の
関
係
如
何
、
換
言
す
れ
ば
農
村
は
如
何
友
る
経
済
的
・
枇
合

的
機
構
を
持
ち
、
資
本
主
義
の
護
展
に
針
し
て
如
何
左
る
地
位
を
占
め
、
従
っ
て
日
本
釜
本
主
義
は
如
何
な
る
性
質
を
有
し
て
ゐ
る

か
と
い
ふ
と
と
で
あ
っ
た
。
と
の
問
題
に
劃
し
て
は
二
様
の
一
解
答
が
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
は
所
謂
講
座
振
の
見
解
で
あ
っ
て
、
時
ぞ

れ
は
、
農
村
粧
台
機
構
は
維
新
後
に
於
て
も
封
建
的
性
質
を
維
持
し
、
之
を
基
礎
と
し
て
成
立
せ
る
日
本
資
本
主
義
は
竿
封
建
的
・

軍
事
的
性
格
を
有
す
る
特
殊
友
資
本
主
義
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
之
に
針
し
て
今
一
つ
の
所
謂
持
農
振
の
見
解
は
、
維
新
後
の
農
村

枇
品
問
機
構
に
於
け
る
資
本
主
義
化
の
傾
向
が
決
定
的
な
る
と
と
を
認
め
、
農
村
経
済
を
以
て
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
一
翼
で
あ
る

と
し
、

以
て
日
本
資
本
主
義
は
そ
の
特
殊
的
性
質
を
次
第
に
失
っ
て
、
資
本
主
義
一
般
の
性
質
を
持
つ
に
至
っ
た
と
主
張
す
る
の
で

る
る
。
雨
者
と
も
に
問
題
の
提
起
並
に
解
答
の
仕
方
に
於
て
夫
K

重
要
な
指
標
乃
至
千
掛
り
を
奥
へ
て
居
り
、
且
つ
否
定
す
べ
か
ら

ざ
る
薗
を
持
っ
て
ゐ
る
が
、
併
し
そ
の
ま
ミ
肯
定
し
得
な
い
も
の
も
存
す
る
が
敢
に
、
本
稿
に
於
て
は
雨
見
解
の
吟
味
を
行
ひ
、
且



つ
若
干
の
卑
見
を
漣
ぺ
よ
-
っ
と
田
山
ふ
。

ーー

雨

見

解

の

要

貼

4 

農
村
枇
曾
機
構
に
就
て

先
づ
甲
部
ち
講
座
汲
の
論
者
は
、
維
新
後
の
士
地
所
有
制
を
以
て
半
封
建
的
土
地
所
有
制
と

た
し
、
農
業
経
惜
を
以
て
半
農
奴
制
的
零
細
耕
作
で
あ
る
と
規
定
し
、
我
国
の
産
業
資
本
は
之
を
基
礎
と
し
て
明
治
三
十
年
乃
至
四

十
年
の
聞
に
確
立
し
、
爾
後
の
金
融
資
本
的
・
帝
国
主
義
的
資
展
を
制
約
し
て
ゐ
る
と
説
く
。
所
謂
牢
封
建
的
と
は
、
量
に
於
て
或

は
質
に
於
て
半
分
だ
け
封
建
的
で
あ
り
、
中
十
分
だ
け
資
本
主
義
的
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
は
な
ぐ
、
震
貨
に
於
て
全
て
封
建
的
と
山
ふ

意
味
で
あ
品
。

い
L
A

迄
も
な
ぐ
封
底
的
土
地
所
有
限
態
の
下
で
は
、
直
接
生
産
者
は
土
地
所
有
者

1
封
建
制
主
か
ら
給
興
さ
れ
た
土

地
を
占
有
し
、
自
己
の
柑
労
働
手
段
を
以
て
経
営
す
る

3

か
L

る
形
態

k
b
り
て
は
、
土
地
所
有
者
と
直
接
生
産
者
と
の
関
係
は
、
寸
一

配
及
隷
岡
崎
の
主
従
閥
係
と
左
っ
て
現
は
れ
る
。
乙
の
関
係
に
基
い
て
、
換
言
す
れ
ば
経
済
外
的
勢
力
に
よ
っ
て
、

土
地
所
有
者
は
そ

の
生
産
者
の
徐
制
持
働
従
う
て
徐
剰
生
産
物
の
大
部
分
或
は
全
部
又
は
そ
れ
以
上
を
年
貢
又
は
賦
役
の
形
で
牧
取
ナ
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
封
建
的
生
産
様
式
が
資
本
家
的
生
産
様
式
に
移
。
、
資
本
主
義
経
済
の
時
代
に
友
る
と
、
枇
舎
構
成
と
し
て
の
封
建
制
度
・

農
奴
制
度
は
消
滅
す
る
。
け
れ
ど
も
資
本
主
義
の
妥
展
が
封
建
的
友
土
地
所
有
を
不
可
分
の
構
法
部
分
と
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
農
奴

は
形
式
的
に
は
解
放
せ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
寛
賞
に
於
て
は
負
債
そ
の
他
の
事
情
の
故
に
引
積
き
土
地
に
緊
縛
せ
ら
れ
、

地
主
の
高

利
貸
資
本
家
化
・
商
人
化
に
麿
じ
て
、
債
務
農
奴
化
す
る
に
至
っ
た
。
斯
〈
の
如
く
、
資
本
主
義
的
金
生
産
関
係
の
不
可
分
の
構
造

部
分
た
芯
し
て
ゐ
る
と
こ
る
の
資
質
に
於
て
封
建
的
及
土
地
所
有
形
態
が
半
封
建
的
士
地
所
有
で
あ
り
、
農
業
経
営
が
半
農
奴
制
的

百
本
質
本
主
義
の
性
質
に
就
て

第
咽
十
八
巻

六
八
五

第
四
貌

:1u 



日
本
養
本
主
義
白
一
性
質
に
就
て

第
四
十
八
巻

六
八
六

第
四
競

九
四

零
細
耕
作
で
あ
り
、
直
接
生
産
者
が
地
主
に
納
め
る
地
代
は
半
封
建
的
地
代
左
の
で
る
る
。

か
L
る
意
味
に
於
け
る
宇
封
建
的
農
業
鰭
制
が
、
明
治
維
新
後
如
何
に
し
て
創
り
出
さ
れ
た
か
。
論
者
に
よ
れ
ば
、
維
薪
の
務
革

に
よ
っ
て
封
建
領
主
の
大
土
地
所
有
制
は
崩
壊
し
、
従
来
一
様
に
封
建
領
主
に
隷
属
し
て
ゐ
た
土
地
象
併
地
主
も
自
営
農
民
も
小
作

人
も
、
形
式
的
に
は
農
奴
の
身
分
か
ら
解
放
せ
ら
れ
た
。
併
し
政
府
は
、

土
地
殻
併
地
支
が
悶
ら
正
聞
に
立
っ
て
封
建
的
土
地
所
有

を
抜
大
再
生
産
し
得
る
や
う
に
、
そ
の
土
地
所
有
を
法
的
に
雌
認
し
、

土
地
粂
併
の
自
由
を
典
へ
た
c

そ
の
下
に
於
け
る
小
作
人
は

今
や
全
両
的
に
土
地
粂
批
判
地
主
の
裁
長
化
す
る
に
至
っ
た
c

ま
た
従
来
貧
窮
の
艦
に
あ
り
乍
ら
、

土
地
庭
分
に
閲
す
る
法
律
上
の
制

-
限
の
故
に
田
畑
を
賀
却
し
得
な
か
っ
た
白
管
農
民
も
、
今
や
封
建
的
禁
制
の
解
除
に
、
よ
っ
て
土
地
を
貰
排
ふ
と
と
が
出
来
る
や
う
に

た
り
、

地
租
改
定
以
後
経
済
的
・
政
治
的
鹿
迫
を
動
機
と
し
て
そ
の
買
携
を
賓
現
す
る
と
と
L
恋
っ
た
。
か
く
し
て
土
地
を
失
っ
た

農
民
は
、
宇
封
建
的
地
主
の
下
に
、
牢
鶏
属
的
農
民
と
し
て
、
宇
封
建
的
地
代
を
牧
取
さ
れ
る
闘
係
に
立
つ
に
至
っ
た
。
以
上
の
如

き
全
園
統
一
的
友
金
・
隷
農
騨
制
を
基
礎
と
し
、
不
可
分
の
椿
治
部
分
と
し
て
、
資
本
の
原
始
的
蓄
積
が
強
行
せ
ら
れ
、
産
業
資
本
の

確
立
を
見
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

同
じ
論
者
に
よ
れ
ば
、
土
地
所
有
の
形
態
並
に
農
業
経
替
の
形
態
に
は
、
範
鳴
と
し
て
は
、
封
建
的
形
態
と
近
代
的
資
本
家
的
形

態
と
の
二
者
あ
る
の
み

(
但
し
奴
隷
制
下
の
形
惑
を
除
〈
)
。

所
謂
近
代
的
形
態
と
は
、
概
念
的
に
地
主
と
長
企
業
家
と
農
業
務
働
者
ム
」

に
よ
っ
て
、
卒
均
利
潤
の
支
配
下
に
皆
ま
る
・
ふ
と
こ
ろ
の
土
地
所
有
形
態
及
び
農
業
経
替
形
態
を
指
す
。
換
言
す
れ
ば
近
代
的
土
地

所
有
形
態
は
、
農
業
そ
の
も
の
が
資
本
家
的
に
経
営
せ
ら
る
L
と
き
に
の
み
始
め
て
現
は
れ
て
来
る
と
と
ろ
の
形
態
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
我
園
に
於
て
は
、

か
L
る
経
営
形
態
は
維
新
後
に
於
て
も
極
め
て
例
外
的
に
し
か
設
展
せ
示
、
而
も
他
方
に
於
て
土
地
所



有
A
U

集
積
ャ
土
地
の
粂
併
が
逐
年
進
行
し
て
来
た
。

こ
の
扶
態
が
論
者
を
し
て
傘
封
建
的
農
業
韓
制
を
云
々
せ
し
め
た
所
以
で
あ
り
、

資
本
の
原
始
的
蓄
積
温
程
を
か
L

る
農
業
値
制
に
求
め
し
め
た
所
以
で
あ
る
。

要
す
る
に
論
者
は
、
明
治
維
新
は
農
村
に
於
け
る
封
建
的
左
諸
閥
係
を
再
生
産
し
、

E
っ
と
の
関
係
は
そ
の
後
の
我
園
の
経
済
的

務
展
を
制
約
し
て
、

一
つ
の
特
殊
左
日
本
型
の
資
本
主
義
経
済
を
作
り
上
げ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

之
に
劃
し
て
乙
印
ち
弁
農
汲
の
論
者
は
、
農
村
に
於
け
る
枇
舎
的
諸
胸
係
は
資
本
主
義
経
済
の
褒
展
と
共
に
不
断
に
鑓
化
し
、
且

つ
礎
化
し
つ
L
あ
り
、
而
し
て
と
の
費
化
を
表
示
す
る
根
本
的
友
も
の
は
農
村
に
於
け
る
枇
合
的
分
化
の
過
程
で
あ
る
と
す
る
。

日

く
『
一
般
に
封
建
枇
曾
の
解
暢
と
共
に
、
市
淀
付
で
形
づ
く
ら
れ
た
一
の
基
本
的
闘
係
は
、
猫
ー
な
る
白
川
A
1
4

農
民
で
あ
っ
た

Q

そ
し
て

乙
の
闘
係
は
、
農
村
に
於
け
る
資
本
主
義
的
改
肢
の
出
抽
出
鮪
を
友
寸
も
の
で

b
る
。
土
地
そ
の
他
の
生
産
手
段
を
所
布
し
て
溺
立
せ

叩
品
、
従
っ
て
.
生
前
一
物
一
mu
商
品
化

K
附
は
ざ
る
を
符
た
い
農
民
で
あ
っ
て
、
自
家
弊
働
を
原
則
と
し
て
、
他
人
の
扮
働
の
搾
取
を
し

在
い
の
が
普
通
で
る
る
。

と
-
h

に
は
二
つ
の
矛
盾
せ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
邸
ち
、
生
屡
手
段
の
所
有
と
自
ら
努
働
す
る
と
い

ふ
性
質
で
あ
る
。

と
の
二
つ
は
分
離
さ
れ
る
佐
賀
を
有
っ
て
ゐ
る
。

と
れ
を
現
寅
と
す
る
も
の
は
、
商
品
生
産
に
於
け
る
競
争
の
法

別
で
あ
る
』
と
。
併
し
か
L
る
意
味
で
の
枇
合
的
分
化
は
、
論
者
K
よ
れ
ば
、
競
争
の
法
則
の
作
用
を
侯
た
十
と
も
行
は
れ
る
の
で

あ
っ
て
、

そ
れ
は
工
業
に
於
て
は
る
か
に
進
ん
で
ゐ
る
資
本
主
義
の
網
に
包
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
賓
現
す
る
。

而
し
て
一
定
の

時
・
所
を
と
っ
て
見
る
に
、
資
本
家
的
経
替
の
性
質
を
有
す
る
も
の
或
は
之
に
近
い
も
の
か
ら
、
賃
労
働
者
と
友
っ
て
ゐ
る
も
の
或

は
之
に
近
い
も
の
を
南
極
と
し
て
、

そ
の
中
聞
に
各
種
の
形
態
の
農
業
経
倍
が
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
大
砲
に
於
て
農
業
努
働
者
、

零
細
農
民
(
出
土
ノ
ロ
レ
タ
リ
工
、
小
由
民
居
、
中
長
、
大
農
、
大
農
揚
主
郎
ち
大
土
地
所
有
者
の
六
つ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
ふ

、

日
本
委
本
主
義
の
性
質
に
就
て

第
四
十
八
巻

六
八
七

第
四
競

九
五



日
本
費
本
主
義
の
性
質
に
就
て

第
四
十
八
巻

六
八
八

第
四
競

九
六

の
で
あ
る
。

而
し
て
論
者
は
、

と
れ
を
我
図
の
農
業
績
制
に
首
骸
め
て
、

一
方
に
農
業
持
働
者
を
使
役
す
る
大
農
揚
経
営
が
護
展
せ
る
と
と
、

他
方
に
農
村
に
於
て
も
近
代
的
意
味
の
賃
持
働
者
が
比
較
的
少
数
乍
ら
存
在
せ
る
こ
と
、
及
び
一
般
に
中
小
農
家
の
家
計
に
於
け
る

賃
銀
牧
入
の
割
合
が
頗
る
大
な
る
と
と
等
に
着
目
し
て
、
上
漣
の
如
き
意
味
に
於
け
る
階
級
分
化
、
慎
一
一
=
目
す
れ
ば
資
本
家
的
階
級
分

化
が
、
徐
々
乍
ら
ま
た
低
度
に
於
て
乍
ら
我
農
村
に
於
て
も
進
行
し
て
来
た
と
見
る
の
で
あ
る
。

ヒ
の
階
級
分
化
の
逃
展
は
、
農
業
飽
制
が
範
時
と
し
て
封
建
的
で
あ
る
の
で
は
た
く
て
、
却
っ
て
封
建
制
度
の
残
津
を
脆
し
つ
L

資
本
主
義
化
す
る
傾
向
が
決
定
的
で
あ
る
と
と
を
意
味
す
る
と
述
ぺ
、
更
に
論
者
は
突
の
四
つ
の
賄
よ
り
し
て
我
国
農
業
鱒
制
が
封

建
的
で
な
い
と
と
を
論
詮
ず
る
。

(
1
)
純
梓
友
封
建
的
経
済
秩
序
の
一
保
件
は
、
土
地
所
有
者
を
中
心
に
し
た
自
然
経
済
が
支
配
的

で
あ
る
と
と
る
に
存
す
る
が
、
維
新
後
K
於
で
は
か
t
A

る
意
味
で
の
自
然
経
済
は
既
に
崩
壊
し
て
ゐ
る
。

(
2
)
直
接
生
産
者
が
生
産

手
段
を
そ
の
所
有
者
か
ら
給
興
せ
ら
れ
、
之
忙
緊
縛
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
封
建
的
土
地
所
有
関
係
は
、
維
新
の
費
草
に
よ
っ
て
解

消
し
た
。

(
3
)
維
新
後
に
於
け
る
土
地
の
所
有
者
と
直
接
生
産
者
と
の
関
係
は
、
支
配
H
H
隷
嵐
の
関
係
を
著
し
く
脱
し
、
従
っ
て
そ

の
聞
に
粧
品
何
外
的
強
制
力
の
作
用
し
得
る
絵
地
は
極
め
て
少
く
な
っ
て
ゐ
る
。

(
4
)
維
新
後
の
農
業
経
管
は
徳
川
時
代
の
ま
与
の
小

経
替
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
は
封
建
的
生
産
関
係
の
一
翼
と
し
て
、
強
制
的
に
制
約
せ
ら
れ
た
意
味
で
の
小
経
轡
で
は
た
く
、
従
っ
て

大
経
営
陀
展
開
す
る
可
能
性
を
有
し
、
現
に
徐
々
乍
ら
大
経
皆
へ
の
説
明
展
が
見
ら
れ
る
、
と
。

更
に
論
者
は
、
甲
の
論
者
が
見
て
以
て
封
建
的
で
る
る
と
す
る
零
細
経
営
に
関
し
て
、
小
農
経
営
が
窮
之
し
て
ゐ
る
の
は
封
建
的

持
取
闘
係
に
基
〈
も
の
に
非
守
し
て
、
生
産
力
が
既
に
小
経
替
の
玲
内
を
突
破
し
て
ゐ
る
と
き
に
、
所
有
闘
係
は
た
ほ
小
経
替
に
押



錨
め
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
、
小
結
替
に
於
け
る
近
代
的
経
管
へ
の
笈
展
性
の
存
在
を
指
摘
し
、
ま
た
甲
の
論
者
が
見
で
以

て
封
建
的
で
あ
る
と
す
る
小
作
料
に
闘
し
で
も
『
明
治
初
年
に
占
お
い
て
は
封
建
的
慣
行
を
そ
の
ま
と
緒
承
し
た
と
し
て
も
、
資
本
主

義
の
発
達
、
従
っ
て
、
形
式
的
に
賓
質
的
に
封
建
性
が
解
消
す
る
に
つ
れ
、
と
れ
を
逆
に
云
へ
ぽ
、
商
品
の
法
則
が
農
村
に
侵
入
す

る
に
つ
れ
て
、
小
作
料
決
定
の
原
理
も
舗
鈍
化
し
た
。
同
じ
〈
高
額
で
も
決
定
の
法
則
は
、
経
済
外
的
で
は
な
く
、
経
済
的
た
も
の
と

友
っ
た
。
競
争
の
法
別
で
あ
る
』
云
々
と
遁
ぺ
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
論
者
は
、
技
団
農
業
健
制
に
封
建
的
性
質
の
も
の
が
多
少
と
も
に
残
存
す
る
と
と
そ
否
定
す
る
も
の
で
同
た
い
が
、
そ

れ
は
飽
〈
設
で
戒
律
に
温

V
ゃ
、
且
同
付
枇
品
問
機
構
が
範
時
と
し
て
封
建
的
で
あ
る
と
い
ふ
に
は
、
枇
舎
分
化
の
賭
よ
り
見
る
も
、
小

農
経
越
国
に
於
け
る
生
産
力
の
設
展
よ
り
見
る
も
、
小
作
料
の
決
定
原
理
よ
り
見
る
も
、
牌
又
農
業
経
侍
そ
の
も
の
h
A

内
容
よ
り
見
る

も
、
徐
hυ
に
決
定
的
に
資
本
宣
菱
化
の
傾
向
が
著
し
い
と
い
ふ
の
?
め
っ
て
、
剖
九
日
縦
新
後
の
農
村
副
品
問
機
構
佐
以
て
同
点
ふ
る
近
代
的

で
あ
る
と
し
、
之
を
そ
の
ま
ミ
資
本
家
的
生
産
関
係
の
一
翼
と
し
て
眺
め
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
於
て
見
た
如
く
、
甲
こ
二
説
の
相
違
は
根
本
的
に
、
維
新
後
の
農
業
憶
制
を
以
で

(ロ)

資
本
主
義
の
怯
質
に
就
て

封
建
的
訟
も
の
と
見
る
か
、
勝
又
資
本
主
義
へ
の
後
展
の
前
提
と
し
て
の
自
由
小
表
制
と
見
る
か
に

b
る
。
甲
試
を
今
一
度
繰
返
す

な
ら
ば
、
維
新
後
の
土
地
制
度
の
改
革
以
来
、
小
農
民
の
土
地
を
取
上
げ
て
地
主
と
な
っ
た
商
人
・
豪
農
・
高
利
貸
達
は
、

そ
の
土
地

に
自
ら
奏
本
を
投
ぜ
や
し
て
、
換
言
す
れ
ば
資
本
家
的
農
業
経
営
を
行
は
や
し
て
、
逆
に
高
卒
の
小
作
料
を
と
っ
て
之
を
小
農
民
に

小
作
せ
し
め
た
の
で
る
る
が
、
そ
の
小
作
料
は
従
前
の
ま
L

の
高
零
左
る
現
物
納
を
主
と
し
、
而
も
彼
等
が
園
家
に
納
め
る
と
乙
る

の
も
の
は
金
納
地
租
で
あ
る
。
従
っ
て
維
新
後
の
農
業
担
制
は
、
地
主
・
農
企
業
家
・
農
業
山
労
働
者
の
針
立
す
る
近
代
的
形
態
に
進
ま

日
本
費
本
主
義
の
性
質
に
就
て

第
四
十
八
巻

六
八
九

第
四
貌

九
七

、



日
本
資
本
主
義
の
性
質
に
就
て

第
四
十
八
巻

プて

大A

O 

第
四
披

カA

i¥. 

守
し
て
、
官
府
・
地
主
・
小
作
人
の
割
立
ず
る
封
建
的
形
態
に
依
然
と
し
て
止
。
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、
即
ち
論
者
に
上
れ

ば
、
維
新
後
の
政
府
は
ま
さ
に
徳
川
時
代
の
封
建
領
主
に
相
官
寸
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
の
で
る
る
。
之
に
針
し
て
乙
設
に
於
で
は

維
新
後
の
農
村
に
於
け
る
近
代
的
な
階
級
分
化
の
傾
向
を
指
標
と
し
て
、
農
業
経
営
の
形
態
は
近
代
的
・
資
本
家
的
形
態
へ
設
展
の

過
程
に
入
っ
て
ゐ
る
と
設
か
れ
て
ゐ
る
。

か
く
の
如
き
核
不
的
政
見
解
の
相
泣
か
ら
し
て
ー
山
市

J

ーす
4
L
」
郊
利
曾
に
於
け
る
由
h
1
朽
の
批
判
川
、
絞
っ

c農
村
を
も
合
め
た
日
本
賀
沖
ま

義
枇
舎
の
性
質
も
自
ら
規
定
せ
ら
れ
る
。

先
づ
甲
誌
に
於
て
は
、
日
本
資
本
主
義
は
軍
事
的
・
宇
農
奴
制
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
設
く
。
軍
事
的
性
質
と
宇
農
奴
制
的
性

質
と
は
相
亙
に
出
荷
按
た
関
係
が
あ
る
が
、
先
づ
牢
農
奴
制
的
性
質
K
つ
い
て
詳
言
す
れ
ば
、
九
1
)
資
本
家
的
一
枇
曾
機
構
を
創
出
し
た

明
治
政
府
は
封
建
的
支
配
者
の
愛
身
た
る
に
過
ぎ
宇
、
依
然
と
し
て
前
時
代
の
ま
L

の
封
建
的
農
村
を
基
礎
と
し
て
存
立
す
る
絶
封

主
義
的
支
配
者
で
あ
る
。

(
Z
)
維
新
に
よ
っ
て
再
編
成
さ
れ
た
宇
封
建
制
下
の
隷
農
は
、

一
方
に
於
て
は
正
面
の
封
建
的
収
取
者
た

る
高
利
貸
資
本
家
的
寄
生
地
主
に
高
率
の
小
作
料
を
納
む
る
と
同
時
に
、
他
方
に
於
て
衣
料
生
産
の
三
大
部
門
た
る
製
紙
業
・
絹
綿

織
物
業
・
紡
績
業
に
劃
し
て
、
或
は
養
箆
持
働
を
通
じ
て
、
或
は
賃
加
工
弊
働
の
形
に
於
て
、
最
後
に
宇
奴
隷
的
賃
銀
第
働
者
に
特

化
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
労
働
力
を
捧
げ
る
。

こ
の
後
の
艶
は
資
本
制
生
産
関
係
に
於
け
る
資
本
に
謝
す
る
封
局
の
創
出
で

あ
る
3

(

8

)

之
と
同
時
に
同
じ
く
封
建
的
牧
取
闘
係
に
基
い
て
資
本
が
創
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
右
の
三
大
部
門
を
主
と

す
る
諸
k

の
平
和
産
業
に
投
下
せ
ら
れ
る
一
方
に
於
て
、
軍
事
的
・
鍵
鎗
産
業
に
投
下
せ
ら
れ
る
ロ
而
し
て
卒
和
産
業
と
軍
事
産
業

と
の
関
係
は
、
前
者
が
後
者
有
立
の
来
礎
と
一
放
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て
、
或
は
雨
者
と
も
封
建
的
た
農
村
枇
合
問
機
構
を
慕
礎



と
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て
、
相
互
に
統
一
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

次
に
軍
事
的
佐
賀
に
就
て
論
者
に
諒
〈
に
、
日
本
資
本
主
義
に
於
け
る
軍
事
整
備
の
必
要
は
、
内
に
あ
っ
て
は
純
粋
封
建
的
零
細

耕
作
農
奴
の
特
身
で
あ
る
、
宇
隷
農
的
零
細
耕
作
農
民
と
半
隷
奴
的
賃
銀
弁
働
者
と
の
蜂
起
を
抑
へ
、
外
に
針
し
て
は
先
進
資
本
主

義
園
の
強
慶
に
針
抗
し
つ
L
、
資
本
家
枇
舎
を
建
設
し
、
同
時
に
支
那
・
朝
鮮
等
に
於
け
る
市
揚
並
に
資
源
の
確
保
を
岡
る
こ
と
、

こ
の
こ
っ
の
必
一
安
か
ら
出
て
来
る
至
上
命
令
的
・
な
も
の
で
あ
っ
た
。
か
〈
ナ
一
政
府
は
二
点
に
は
軍
事
工
場
・
鉄
道
事
業
・
電
信
事
業

等
を
官
行
し
、
他
方
に
は
軍
事
動
員
を
最
大
可
能
な
ら
し
む
る
た
め
に
鍵
鎗
産
業
創
ち
鎖
山
・
造
船
・
機
械
工
業
等
を
制
御
す
る

E

大
財
閥
を
創
設
し
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
を
創
設
し
た
も
の
は
軍
事
的
中
十
農
奴
制
酌
官
府
で
あ
っ
て
、

い
は

r
そ
の
手
先

と
在
っ
て
ゐ
る
も
の
は
、
論
者
に
よ
れ
ば
、
半
隷
農
主
的
寄
生
地
主
と
軍
事
的
地
主
的
資
本
家
と
で
あ
り
、

そ
の
下
に
持
働
力
b
t
提

併
す
る
も
の
は
平
織
農
的
容
湘
矧
作
法
足
並
に
そ
の
川
町
内
珂
た
る
年
隷
奴
的
貿
銀
持
働
者
ヴ
め
る
と
い
ふ
こ
と
に
と
り
の
。

lJ 
刻E
~l"1 
J国''-
l.<:<;: 

中l

が
資
本
家
的
批
品
問
機
構
の
不
可
分
の
構
浩
部
分
を
な
し
て
ゐ
る
と
は
、
か
L
A

る
関
係
を
意
味
す
る
も
の
に
外
た
ら
左
い
。

要
す
る
に
『
持
働
力
開
化
の
問
題
に
於
け
る
半
隷
量
的
零
細
耕
作
農
民
月
半
隷
奴
的
賃
銀
持
働
者
創
設
の
黙
と
、
金
運
動
の
装
軸

の
問
題
に
ゐ
け
る
軍
事
機
構
整
備
H

E
大
財
閥
必
至
性
の
貼
と
、

と
れ
ら
の
二
の
問
題
に
現
は
れ
た
所
の
、
門
司
本
資
本
主
義
の
軍
事

的
宇
農
奴
制
的
佐
賀
は
、
一
営
に
か
L

Z
資
本
関
係
創
出
過
程
を
特
徴
づ
け
る
の
み
に
止
ま
ら
中
、
更
に
、
産
業
資
本
確
立
過
程
、
金

融
資
本
確
立
過
程
、

一
般
的
危
機
の
過
程
を
貫
串
し
て
特
徴
づ
け
る
基
本
的
規
定
で
あ
る
』
の
で
あ
る
。

之
に
叫
制
し
て
乙
の
論
者
は
、
成
る
程
日
本
資
本
主
義
は
そ
の
成
立
期
に
於
て
は
封
建
的
農
村
を
基
礎
と
し
た
で
あ
ら
う
が
、

u、
ο 

ま
で
も
之
を
基
礎
に
し
て
固
定
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
、
明
治
維
新
と
共
に
我
闘
の
経
済
は
全
憧
と
し
て
資
本
主
義
の
方
向
へ
持
換

日
本
資
本
主
義
の
性
質
に
就
て

第
四
十
八
巻

六
九

第
四
貌

九
九



日
本
資
本
主
義
の
性
質
に
就
て

第
四
十
八
巻
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せ
ら
れ
、
そ
の
一
部
で
あ
之
農
村
経
済
も
亦
資
本
主
義
化
ナ
ベ
ぐ
運
命
づ
け
ら
れ
、
現
に
工
業
其
他
の
産
業
部
門
に
於
け
る
念
速
な

る
資
本
主
義
化
の
網
に
包
ま
れ
て
資
本
主
義
化
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
存
し
た
と
説
く
。
か
く
て
論
者
に
よ
れ
ば
明
治
政
府
は
近
代
資

本
家
的
性
格
の
持
主
で
あ
る
と
同
時
に
、
農
業
開
制
そ
れ
自
身
も
、
資
本
家
的
生
産
関
係
の
一
翼
た
る
地
位
を
占
む
る
に
外
な
ら
左

い
の
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
日
本
資
本
主
義
は
漸
次
日
本
的
特
殊
性
を
止
へ
ひ
、
資
本
主
義
一
般
に
共
通
の
性
格
そ
持
つ
に
至
っ
た
と

考
へ
お
が
如
く
で
め
め

一ー一
批

評

、eE
・J

/

4

，、

農
村
枇
曾
機
構
に
就
て

明
治
維
新
以
後
忙
於
け
る
農
業
の
献
態
を
見
る
に
、
そ
と
に
存
す
る
重
要
耽
る
現
象
の
一
つ

は
、
経
替
の
集
積
と
は
別
個
に
生
じ
っ

-Fあ
る
土
地
所
有
集
積
の
傾
向
で
あ
る
。

こ
の
集
積
を
促
し
た
事
情
は
、

(
1
)
土
地
私
有
権

従
っ
て
土
地
の
賓
廷
の
自
由
が
法
的
に
確
認
せ
ら
れ
た
と
と
、

(
2
)
既
に
地
租
が
金
納
化
し
且
つ
岡
定
せ
る
以
上
、
穀
債
が
騰
貴
傾

向
を
一
不
す
限
り
、
高
率
に
し
て
而
も
現
物
納
制
度
を
維
持
す
る
小
作
関
係
が
地
主
に
と
っ
て
特
に
布
利
友
る
こ
と
、

と
れ
で
る
る
。

か
』
る
事
情
の
故
に
土
地
所
有
の
集
積
が
進
行
し
、

地
主
は
そ
の
収
得
ぜ
る
と
と
ろ
を
農
業
の
資
本
家
的
統
替
に
用
ふ
る
よ
り
も
、

寧
る
或
は
所
有
地
の
損
大
を
闘
る
か
若
く
は
他
の
産
業
に
投
資
す
る
か
何
れ
か
の
方
向
に
向
ひ
、
同
時
に
徳
川
時
代
庚
汎
に
行
は
れ

て
ゐ
た
地
主
手
作
り
は
次
第
に
衰
へ
て
、
不
耕
作
地
主
乃
至
不
在
地
主
の
残
生
・
増
加
を
見
る
こ
と
L
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
反

面
現
象
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
小
作
人
の
増
加
で
あ
リ
、
小
作
閲
係
擬
大
の
傾
向
で
あ
る
。

か
L
る
現
象
を
目
し
て
甲
の
論
者
は
、
維
新
後
の
土
地
制
度
の
改
革
は
、
封
建
的
地
代
制
度
を
改
訂
せ
示
、
等
る
そ
れ
が
櫨
明
大
再



生
産
さ
れ
る
が
や
ろ
に
土
地
の
私
有
権
を
確
認
し
、

土
地
の
賓
買
を
自
由
に
し
た
、
十
敢
に
封
建
的
農
業
慢
制
の
揖
大
再
生
産
が
園
家

的
規
模
に
於
て
行
は
れ
た
所
以
が
あ
る
と
説
く
が
如
く
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
づ
注
意
す
べ
き
は
小
作
料
の
性
質
で
あ
る
。
と
の
小
作

料
は
甲
設
に
よ
れ
ば
封
建
的
地
代
で
あ
担
、
乙
設
に
よ
れ
ば
封
建
的
陛
質
を
徐
稽
脱
却
し
た
い
は
T
前
資
本
主
義
的
地
代
で
あ
る
。

而
し
て
乙
設
は
そ
の
論
擦
と
し
て
小
作
料
の
決
定
原
理
が
封
建
的
・
経
済
外
的
強
制
か
ら
自
由
競
争
に
品
質
っ
た
事
を
拳
げ
て
ゐ
る

が
、
と
の
黙
は
疑
問
と
し
た
い
。
成
る
程
小
作
人
ば
他
の
手
段
に
よ
る
生
市
改
善
の
会
に
乏
し
き
が
故
に
、
高
率
の
小
作
料
に
苦
し

み
つ
L
耕
作
に
従
事
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
そ
の
事
と
、
卒
均
利
潤
の
支
配
下
に
於
け
る
自
巾
競
争
の
結
果
小
作
料
が
徳
川

時
代
の
年
賀
と
偶
然
陀
も
等
し
い
高
率
を
維
持
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
と
は
、
別
個
の
事
柄
で
あ
る
。
維
新
後
小
作
人
間
の
競
争
K

J

っ
て
小
作
料
が
影
響
を
受
け
た
事
貨
は
存
す
る
。
併
し
そ
の
影
響
を
受
け
た
部
分
は
小
作
料
の
根
幹
に
ま
で
は
及
ば
守
、
寧
ろ
そ
れ

に
若
干
の
も
の
佐
加
へ
て
、

小
作
料
金
慨
を
騰
川
町
せ
し
め
た
と
い
ふ
に
過
ぎ
古
い
で
あ
ら
う
。

小
作
料
が
頃
物
納
伊
一
維
持
し
て
ゐ
る

と
い
ふ
こ
と
も
、

一
一
同
に
は
商
品
経
済
に
憤
れ
一
な
い
小
作
人
に
と
っ
て
も
有
利
な
事
情
が
存
す
る
か
ら
で
る
っ
て
、

と
の
事
か
ら
し

て
も
商
品
生
産
に
於
け
る
自
由
競
争
の
法
則
を
強
調
す
る
と
と
は
不
首
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
甲
の
論
者
の
如
〈
封
建
的
で
る
る
と

い
ふ
と
と
も
亦
突
に
遁
ぺ
る
小
作
関
係
よ
り
し
て
肯
定
し
得
た
い
の
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
我
聞
の
小
作
料
は
、
徳
川
時
代
の
年
貢

の
傍
統
を
継
承
し
て
自
由
競
争
枇
舎
に
入
り
込
み
、
而
も
未
甘
ん
近
代
化
せ
す
る
特
殊
の
地
代
で
あ
る
。

E

次
に
注
意
す
べ
き
は
小
作
関
係
で
あ
る
が
、
と
の
黙
は
甲
の
設
は
否
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
即
ち
そ
れ
は
封
建
時
代
の
ま
L
の

経
済
外
的
強
制
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
〈
、
経
済
的
に
強
制
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
小
作
人
は
地
主

の
隷
属
農
民
と
し
て
、
提
供
せ
ら
れ
た
土
地
に
射
す
る
報
償
を
唯
一
の
目
的
と
し
て
‘

地
主
の
た
め
に
耕
作
を
強
制
せ
ら
れ
て
ゐ
る

日
本
委
本
主
義
の
性
質
に
就
て

第
四
十
八
巻

六
九

第
四
競

O 



日
本
資
本
主
義
の
性
質
に
就
て

第
四
十
凡
巻

六
九
凶

第
四
競

O 

の
で
は
な
く
、
他
の
手
段
に
よ
る
生
活
改
善
の
迭
に
乏
し
き
が
故
に
高
率
の
小
作
料
の
下
に
耕
作
に
従
事
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
小

作
人
は
経
済
外
的
強
制
力
代
よ
っ
て
土
地
陀
緊
縛
せ
ら
れ
、
峨
業
の
自
由
を
奪
は
れ
、
居
住
移
樽
の
自
由
を
束
縛
せ
ら
れ
た
隷
農
で

あ
る
の
で
は
た
い
・
従
っ
て
小
作
料
そ
の
も
の
も
、
た
と
ひ
々
れ
が
封
建
時
代
の
年
貢
の
仰
統
を
継
承
し
て
ゐ
る
比
し
て
も
、
封
建

的
地
代
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
左
い
。
成
る
程
小
作
料
は
小
作
閥
係
を
規
定
す
る
震
要
な
要
素
で
は
あ
る
が
、
唯
一
の
要

一
採
で
は
た
い
。
従
っ
て
小
作
料
が
た
と
ひ
対
砲
的
地
代
で
あ
っ
て
も
、

他
の
市
主
治
佐
保
…
脱
し
て
小
作
関
係
そ
の
も
の
が
対
砲
的
で
あ

る
と
断
や
る
と
と
は
安
営
で
は
た
い
。

右
の
賭
を
更
に
論
誇
ず
る
た
め
に
は
、
小
作
関
係
の
捺
大
傾
向
が
何
に
依
存
す
る
か
を
吟
味
し
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
と
の
賄
に
つ

智
光
づ
拳
ぐ
ぺ
き
は
、
小
作
農
化
の
傾
向
を
持
つ
自
作
農
の
性
質
で
る
る
。
甲
の
論
者
或
は
、
我
闘
に
於
て
は
濁
立
自
由
な
白
山
営
農

民
の
成
立
の
飴
地
な
〈
、
従
っ
て
小
農
の
範
曙
は
成
立
の
絵
地
な
く
.
従
っ
て
ま
た
隷
農
的
畑
農
を
雇
傭
し
得
る
の
故
を
以
て
中
農
た

る
も
の
も
亦
そ
れ
自
身
宇
農
奴
的
事
情
の
下
に
窮
迫
し
て
ゐ
る
と
説
く
。
成
る
程
我
園
の
農
家
は
、
自
給
経
済
を
相
営
康
範
聞
に
替

ん
で
ゐ
た
徳
川
時
代
に
於
て
は
勿
論
、
貨
幣
経
済
が
念
速
に
進
展
し
た
地
租
改
正
以
後
に
於
て
も
、
純
梓
の
農
耕
の
み
に
生
活
を
依

存
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
友
い
。
寧
ろ
何
ら
か
の
形
態
に
於
け
る
農
村
手
工
業
に
よ
っ
て
生
活
の
一
宇
を
支
へ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
、

加
ふ
る
に
持
働
力
の
一
部
を
他
に
提
供
す
る
と
と
に
よ
っ
て
之
を
補
ふ
者
も
多
数
存
ナ
る
。
か
〈
の
如
き
は
農
業
経
営
が
い
は
ピ
過

小
農
に
属
ナ
る
営
然
の
結
果
で
あ
る
が
、
併
し
耕
作
が
零
細
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
と
、
そ
れ
が
封
建
的
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
与
は
同

一
で
は
な
い
。
論
者
が
所
謂
小
農
の
範
鳴
が
成
立
し
得
た
欧
議
巴
に
於
て
は
、

そ
の
経
営
は
封
建
時
代
に
於
て
も
決
し
て
零
細
で
は

友
か
っ
た
。
我
到
に
於
け
る
零
細
耕
作
は
、
政
治
的
経
済
的
事
情
の
外
に
、
園
土
或
は
人
口
に
北
し
て
耕
地
面
積
が
頗
る
乏
し
い
と



と
、
原
則
と
し
て
水
悶
耕
作
で
あ
る
こ
と
等
の
自
然
的
・
技
術
的
事
情
か
ら
も
生
じ
た
事
柄
で
あ
る
。

か
L
る
小
農
経
俸
に
於
け
る
小
作
闘
係
の
摘
犬
傾
向
は
何
に
依
存
す
る
か
。
論
者
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
自
皆
耕
作
が
封
建
的
零
細
経

管
で
あ
る
営
然
の
結
果
で
あ
り
、
更
に
地
租
の
重
課
が
之
に
加
っ
て
ゐ
る
と
す
る
に
あ
る
が
如
く
で
あ
る
。
成
る
程
地
租
改
定
後
明

治
十
年
ま
で
、
地
租
李
は
地
債
の
百
分
の
三
で
あ
り
、
而
し
て
こ
の
翠
は
地
和
牧
入
を
改
正
以
前
に
比
し
て
減
ぜ
ざ
る
範
閣
陀
於
て

定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
併
し
共
後
約
二
十
年
聞
に
亙
う
て
視
察
ア
は
百
分
の
こ
・
五
に
減
ぜ
ら
れ
、
此
間
二
十
二
年
の
特
別
地

債
修
一
止
に
際
し
で
は
地
債
の
減
慣
も
行
は
れ
て
ゐ
る
。

い
は
Y

地
租
負
擦
は
一
般
に
低
減
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

ζ

の
故
に
と
そ

高
卒
の
小
作
料
を
現
物
の
室
、
収
得
す
る
地
主
は
頗
る
利
盆
を
蒙
る
と
と
ミ
た
勺
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
自
作
農
家
も
之
に
ょ
っ

て
不
利
徒
を
蒙
っ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
ま
た
明
品
目
十
周
年
以
後
の
紙
幣
整
理
の
進
捗
に
伴
ふ
農
産
物
債
の
暴
簿
期
は
自
作
農
家

の
急
激
K
減
少
し
た
時
期
引
に
あ
っ
て
.
Am的
時
彼
等
は
仏
川
4
M引
制
仰
の
増
微
を
受
け
た
と
阿
一
の
影
響
を
毅
り
、

i也
粗
利it
志向
副コ

i¥l' 
lて
耕
j唱し

を
喪
失
し
た
も
の
も
多
数
あ
っ
た
。
併
し
之
を
封
建
的
屡
迫
と
稀
し
難
き
は
設
明
を
要
し
友
い
。

要
す
る
に
自
作
農
の
小
作
農
化
は
、
封
建
的
生
産
関
係
の
下
に
封
建
的
歴
迫
を
契
機
と
し
て
起
っ
た
事
柄
で
は
友
〈
、
白
山
首
の
過

小
曲
一
局
開
制
の
下
に
貨
幣
経
済
の
浸
潤
を
契
機
と
し
て
起
っ
た
傾
向
で
ふ
る
。
貨
幣
経
済
の
浸
潤
に
加
ふ
る
に
教
育
費
を
中
心
と
す
る

地
方
税
負
婚
の
増
大
と
い
ふ
こ
と
が
重
要
調
さ
る
べ
き
は
勿
論
で
あ
る
が
、
之
を
し
も
封
建
的
租
税
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
最
早

や
議
論
の
飴
地
は
存
し
友
い
。

以
上
に
於
て
小
作
関
係
に
於
け
る
封
建
的
性
質
を
否
定
し
、

同
時
に
自
替
農
民
も
範
鳴
と
し
て
封
建
的
で
は
友
い
と
と
を
述
べ

た
。
と
の
事
は
消
極
的
に
乙
の
設
に
同
意
す
る
と
と
に
友
る
。
併
し
乙
の
訟
に
於
け
る
小
作
料
の
近
代
性
に
も
同
意
し
難
き
と
と
上

日
本
費
本
主
義
の
性
質
に
就
て

第
四
十
八
巻

六
九
宣

第
四
披

O 



日
本
養
本
主
義
の
性
質
に
就
て

第
四
十
八
巻

六
九
六

第
四
銃

O 
四

惑
の
如
〈
で
あ
り
、
更
に
維
新
後
の
農
業
槌
制
に
於
て
近
代
的
傾
向
が
決
定
的
で
あ
る
と
す
る
主
張
に
も
、
全
面
的
に
は
之
に
問
意

ナ
る
こ
と
は
出
来
危
い
。

部
ち
E
の
設
に
よ
れ
ば
、
農
村
に
於
け
る
近
代
的
・
資
本
家
的
な
階
級
分
化
を
指
標
と
し
て
、
操
業
鴨
制
の
沼
代
化
が
明
へ
ら
れ

る
の
で
-
あ
る
が
、

と
の
黙
は
農
業
経
営
が
五
反
以
上
二
町
歩
禾
滅
の
小
経
営
、
強
一
一
一
一
目
す
れ
ば
自
家
の
第
働
力
を
最
も
よ
〈
利
用
し
得

る
粧
品
百
に
向
っ
て
集
中
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
乙
と
に
よ
っ
て
も
、

そ
の
正
し
か
ら
ざ
る
こ
と
が
窺
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
特
間
的
広

産
物
の
栽
梧
又
は
牧
畜
を
品
市
む
経
営
が
大
規
模
化
の
傾
向
を
辿
れ
る
こ
と
は
事
責
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
は
少
く
と
も
現
在
ま
で
は
我

国
農
業
の
本
躍
で
は
た
い
。
ま
た
所
謂
農
業
務
働
者
に
し
て
も
、
そ
れ
は
維
新
後
に
至
っ
て
念
遁
に
増
加
し
た
も
の
で
は
左
〈
、
徳

川
時
代
か
ら
既
に
存
ず
る
と
と
る
で
あ
る
。
尤
も
そ
の
勢
働
に
於
け
る
径
役
持
働
の
性
質
は
維
新
後
次
第
に
失
は
れ
た
。
併
し
そ
れ

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
彼
等
に
近
代
的
持
働
者
の
性
格
を
輿
へ
る
と
と
は
、
直
ち
に
は
承
認
し
難
い
。
蓋
し
所
諮
農
業
務
働
者
の
重
要

部
分
を
占
む
る
も
の
は
、
持
賃
の
み
に
生
活
を
依
存
す
る
も
の
に
非
や
し
て
、
そ
の
持
賃
は
自
家
の
農
耕
家
計
の
補
助
に
供
せ
ら
れ

て
ゐ
る
が
散
で
あ
る
。
従
っ
て
農
業
務
働
者
は
、
過
小
経
俸
と
比
較
的
大
経
営
企
が
併
存
す
る
と
と
ろ
、
例
へ
は
北
海
道
の
如
き
地

方
に
於
で
増
加
の
傾
向
が
あ
る
が
、
上
述
の
如
き
自
'
家
の
第
働
力
を
よ
く
利
用
し
得
る
粧
替
に
集
中
す
る
傾
向
の
る
る
多
〈
の
地
域

に
於
て
は
、
逆
の
傾
向
が
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
る
る
。
こ
の
傾
向
は
農
家
の
持
働
力
の
一
部
が
工
相
留
に
提
供
せ
ら
る
L
乙
と
L
も
闘

聯
し
て
ゐ
る
。
農
業
弊
働
力
の
工
業
持
働
力
化
は
、
或
は
農
村
に
於
け
る
近
代
的
階
級
分
化
の
一
面
で
る
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し

農
村
か
ら
勢
働
者
が
出
て
行
く
と
い
ふ
こ
と
L

、
農
業
閣
制
そ
の
も
の
L
近
代
化
と
い
ふ
こ
と
L

は
別
個
の
事
柄
で
あ
る
。

要
す
る
に
維
新
以
後
の
農
業
鰐
制
は
家
族
的
小
農
制
に
し
て
、
た
と
ひ
小
作
閥
係
に
於
て
封
建
時
代
の
僻
統
を
継
承
す
る
小
作
料



を
存
し
て
ゐ
る
に
し
て
も
、
之
を
以
て
農
村
杭
合
機
構
が
封
建
的
で
あ
る
と
は
稀
し
難
く
、
ま
た
た
と
ひ
農
家
々
計
に
於
て
僻
賃
貸
牧

入
が
多
い
に
し
て
も
、
之
を
以
て
農
村
枇
舎
機
構
が
決
定
的
に
資
本
主
義
化
の
傾
向
を
有
っ
て
ゐ
る
と
も
稀
し
難
い
。

(
ロ
)

資
本
主
義
の
性
質
に
就
て

農
村
に
於
て
徳
川
時
代
既
に
現
は
れ
て
ゐ
た
二
つ
の
傾
向
は
、
維
新
後
特
に
願
者
と
た
っ

ち
ん
。
ぞ
れ
は
一
方
に
於
て
は
自
作
農
民
の
貧
困
化
に
よ
る
小
作
関
係
が
漸
次
損
大
し
て
来
た
と
と
で
あ
り
、
他
方
に
於
て
は
農
村
人

口
の
一
部
が
或
は
工
場
抽
労
働
者
と
在
る
か
、
若
く
は
問
屋
制
家
内
工
業
に
於
け
る
賃
加
工
業
に
従
事
す
る
か
に
よ
っ
て
、
資
本
家
的

枇
品
開
闘
係
が
農
村
に
繍
犬
し
浸
潤
せ
る
と
と
で
あ
る
。
而
し
て
と
の
こ
つ
の
傾
向
は
、
方
向
具
る
が
如
〈
に
し
て
賓
は
楯
の
雨
聞
で

あ
っ
て
、
部
ち
過
小
在
る
家
族
的
小
農
制
が
貨
幣
経
済
の
進
展
、
産
業
及
商
業
資
本
の
裂
展
の
前
に
辿
ら
ね
ば
な
ら
た
い
運
命
的
左

傾
向
で
あ
っ
た
。
か
L
る
凱
K
日
本
資
本
主
義
の
成
立
並
に
設
展
の
遇
税
に
於
け
る
農
村
の
重
要
性
が
あ
り
、
資
本
家
枇
舎
の
性
質

を
鋭
ふ
べ
き
一
つ
の
鍵
が
提
供
晴
ら
れ
る
。
殊
K
茨
木
主
義
の
成
立
期
に
は
別
の
意
味
で
農
村
の
重
要
糾
叫
が
有
L
4
k
o

-そ
れ，
ft 
13・
11守

農
業
が
我
園
の
主
要
生
産
業
で
あ
り
、
全
人
口
の
大
部
分
が
農
業
に
従
事
し
て
居
り
、

E
つ
営
時
我
閣
は
先
進
列
強
の
如
く
封
植
民

地
関
係
に
於
て
資
本
の
蓄
積
を
行
ふ
と
と
が
出
来
た
か
っ
た
が
故
に
、
農
村
を
基
礎
ム
」
す
る
原
始
的
蓄
積
が
行
は
れ
ざ
る
を
得
た
か

っ
た
と
と
で
あ
る
白

従
っ
て
先
づ
資
本
の
原
始
的
蓄
積
の
過
程
卸
ち
資
本
家
的
枇
合
関
係
を
創
り
出
す
過
程
が
農
村
を
恭
礎
と
し
て
行
は
れ
た
と
い
ふ

黙
に
於
て
、
日
本
資
本
主
義
は
農
村
を
某
礎
と
し
て
成
立
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
蓄
積
を
容
易
友
ら
し
め
た
も
の
が
、
土
地
制

度
の
改
革
を
中
心
す
る
身
分
制
度
の
改
革
、
職
業
自
由
に
闘
す
る
制
限
の
撤
廃
等
の
諸
々
の
制
度
の
改
革
で
あ
っ
た
と
と
は
云
ふ
迄

も
友
い
。
突
に
日
本
資
本
主
義
は
そ
の
設
展
の
過
程
に
於
て
も
、
農
村
に
依
嫁
す
る
と
と
ろ
が
少
〈
な
か
っ
た
。
例
へ
ば
農
村
は
或

日
本
安
本
主
義
の
性
質
に
就
て

第
四
十
八
巻
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九
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日
本
費
本
主
義
白
性
質
に
就
て
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四
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八
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は
資
本
家
的
商
品
の
市
揚
と
し
て
、
或
は
低
廉
な
る
努
働
力
の
供
給
源
と
し
て
霊
安
た
役
割
を
演
じ
た
イ
ロ
ま
た
例
へ
ば
我
園
産
業
会

般
の
受
遣
は
、
我
園
が
後
進
園
で
あ
り
乍
ら
、
総
出
品
産
業
を
基
礎
と
し
て
行
は
れ
た
と
考
へ
得
る
の
で
る
る
が
、
明
治
初
年
以
来

引
績
き
輪
出
口
聞
の
大
宗
を
な
す
も
の
は
繊
維
口
聞
と
雑
貨
と
で
あ
っ
て
、
繊
維
品
は
原
料
生
産
乃
至
加
工
の
工
程
に
於
て
、
農
村
の
弁

働
力
に
侠
ワ
と
こ
ろ
頗
る
大
で
あ
り
、
雑
貨
の
う
ち
に
も
賀
町
・
レ
ー
ス
北
パ
他
農
村
の
子
工
業
製
品
が
多
く
含
ま
れ
て
ゐ
る
。

主主

に
我
閣
の
輸
出
貿
易
が
後
展
せ
る
原
動
力
の
一
つ
は
弊
貨
が
低
廉
在
る
貼
に
存
す
が
、
そ
の
務
質
は
農
村
人
口
が
裕
在
的
に
過
剰
な

る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
猫
立
生
活
の
維
持
よ
り
も
寧
ろ
農
耕
家
計
の
柿
助
を
目
的
と
す
る
持
働
者
が
多
数
存
す
る
こ
と
に
制
約
せ
ら

れ
て
ゐ
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
と
の
黙
は
上
述
の
家
族
的
小
農
制
の
一
一
聞
に
外
な
ら
占
泣
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
〈
考
へ
る
た
ら
ば
、
農
村
は
日
本
資
本
主
義
の
殻
展
過
程
に
於
て
、
そ
の
不
可
分
の
機
構
部
分
を
な
し
て
ゐ
る
と
説
く

甲
の
論
者
の
説
明
は
之
を
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
併
し
乍
ら
農
村
枇
合
機
構
が
封
建
的
で
あ
る
が
故
に
不
可
分
の
構
造
部
分
を
な

し
得
た
の
で
友
い
と
と
、
上
越
の
如
く
で
あ
る
。
之
れ
に
関
聯
し
て
論
者
は
、
明
治
政
府
は
封
建
的
支
配
者
の
耕
民
身
に
過
ぎ
た
い
と

稀
し
て
ゐ
る
が
、
と
の
黙
も
再
吟
味
を
要
す
る
。
成
る
程
明
治
政
府
の
要
路
者
は
多
〈
士
族
階
級
の
出
身
者
で
あ
っ
て
、
明
治
維
新

は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
よ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
資
本
主
義
粧
品
川
の
育
成
は
農
村
を
地
盤
と
し
て
行
は
れ
、
直
接
に

地
租
を
納
付
す
る
土
地
所
有
者
の
利
袋
が
小
作
人
に
比
し
て
隼
重
せ
ら
れ
た
こ
と
も
事
責
で
あ
っ
た
。
併
し
乍
ら
明
治
政
府
は
封
建

的
反
射
勢
力
を
駆
逐
し
て
生
れ
、
我
国
経
済
の
資
本
主
義
化
に
よ
る
闘
力
の
伸
展
を
闘
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
農
業
に
於
て
も
近
代

的
経
営
を
護
建
せ
し
め
ん
と
し
た
。
乙
の
企
て
は
論
者
に
よ
れ
ば
戯
葺
に
過
ぎ
た
か
っ
た
由
で
あ
る
が
、
左
様
簡
単
に
は
片
付
け
ら

れ
た
い
。
従
っ
て
資
本
主
義
の
育
成
が
農
村
を
地
盤
と
し
て
行
は
れ
た
と
と
も
、
首
時
農
業
が
主
た
る
生
産
業
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ



っ
て
、

地
組
改
正
を
以
て
封
建
的
搾
取
を
瞳
明
大
強
化
せ
ん
が
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
と
断
や
る
こ
と
は
決
し
て
安
営
E

ど
は
考
へ
ら
れ

友
い
。更

に
論
者
は
日
本
資
本
主
義
を
以
て
軍
事
的
で
あ
る
と
す
る
。

い
ふ
と
こ
ろ
は
結
局
に
於
て
強
兵
が
第
一
義
で
あ
り
宮
図
は
第
二

義
で
る
っ
た
と
い
ふ
に
師
若
ず
る
。
成
る
程
維
新
以
来
、
否
幕
末
以
来
近
代
的
な
軍
隊
の
整
備
に
異
常
左
努
力
が
梯
は
れ
、
そ
の
た

め
に
軍
事
的
諸
産
業
が
特
別
の
保
譲
を
受
け
た
と
と
は
事
賓
で
あ
る
。
之
に
つ
き
先
づ
そ
の
目
的
は
何
底
に
存
し
た
か
。
論
者
は
軍

除
の
圏
内
秩
序
維
持
の
具
閥
的
内
容
を
示
し
て
、
封
建
制
度
の
再
編
成
K
件
ふ
宇
隷
奴
的
零
細
耕
作
農
民
及
び
竿
隷
奴
的
賃
銀
第
働

広
I
〉

F
Z
L
7
S
4
E
こ

J

:

〕
二
、

r
:
b悼
す
ご
一

}

J

，

も

ι世
工
事
喜
官
，
同
盟
4
9
y
q
弁
耳
一
Z
J
E
ζ

高
1
T
K
Z
泊

と
れ
は
日
本
資
本
主
義
の
封
建
的
性
質
を
強
調
せ
ん
が
た
め
の
徐
り
に
使
立

的
危
説
明
で
は
な
か
ら
う
か
。
明
治
初
年
に
は
地
租
改
定
共
他
制
度
の
愛
革
に
際
し
て
多
く
の
農
民
騒
擾
が
起
り
、
鎖
山
に
は
た
規

模
た
暴
動
が
屡
と
起
。
た
。
併
し
近
代
的
軍
隊
編
成
の
主
穴
る
針
内
的
目
的
は
、
同
等
ろ
論
者
が
韓
間
し
て
ゐ
る
と
と
ろ
の
封
建
的
秩

序
の
撤
肢
に
反
抗
す
る
勢
力
を
鎮
座
し
、
以
て
近
代
国
家
的
統
一
を
完
成
せ
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
。
軍
隊
整
備
の
針
外
目
的
が
隣
園

の
侵
略
を
以
て
第
一
義
と
し
た
か
否
か
に
就
て
は
、
営
時
の
ま
誌
の
装
備
を
以
て
し
て
は
、
近
代
的
軍
隊
を
有
す
る
先
進
列
強
の
植

民
地
化
の
危
険
に
蝿
噂
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
と
に
よ
っ
て
問
答
と
し
よ
う
。

目
的
と
並
ん
で
論
者
が
強
調
す
る
の
は
軍
隊
整
備
の
方
法
で
あ
る
。
即
ち
軍
事
産
業
を
宮
管
せ
る
こ
と
‘
並
に
明
治
十
三
年
の
工

場
排
下
概
則
制
定
以
来
軍
事
的
に
重
要
た
産
業
を
よ
り
柔
軟
性
あ
る
統
制
下
に
誼
〈
た
め
に

E
大
財
聞
に
梯
下
げ
た
こ
と
が
問
題
と

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
明
治
初
年
に
官
替
せ
ら
れ
た
産
業
は
軍
事
産
業
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
よ
り
柔
軟
友
る
統
制
下
に
置
か

う
と
し
た
の
も
軍
事
的
に
重
要
友
産
業
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
寧
ろ
産
業
の
官
替
は
民
業
振
興
の
た
め
に
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

日
本
費
本
主
義
白
性
質
に
就
て

第
四
十
八
巻
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日
本
養
本
主
義
の
性
質
に
就
て
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っ
た
。
そ
の
う
ち
浩
舵
・
浩
兵
・
餓
道
・
電
信
等
の
諸
事
業
が
引
積
き
官
品
目
せ
ら
れ
た
の
は
、
山
n
同
時
列
闘
に
於
て
も
民
業
に
委
ぬ
る

の
否
を
悟
り
つ
L
A

あ
っ
た
の
に
鑑
み
た
も
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
と
の
黙
に
於
て
も
日
本
資
本
主
義
を
軍
事
的
で
あ
る
と
断
定
す
る

と
と
は
安
常
で
は
な
い
。
尤
も
日
本
資
本
主
義
が
軍
事
に
よ
っ
て
飛
躍
的
議
展
を
一
遂
げ
た
と
い
ふ
意
味
で
軍
事
的
で
あ
る
と
い
ふ
な

ら
ぽ
、

そ
れ
は
別
個
の
事
柄
E
あ
る
。
ま
た
日
本
資
本
主
義
に
於
け
る
軍
事
的
な
二
閉
そ
認
め
る
と
し
て
も
、
列
強
が
植
民
地
士
民

の
反
抗
を
銀
摩
す
る
た
め
に
‘
或
は
杭
民
地
の
獲
得
維
持
の
た
め
に
、
最
初
か
ら
近
代
的
軍
隊
の
整
備
に
段
々
と
し
て
ゐ
る
事
買
を

見
る
耽
ら
ば
、
資
本
主
義
に
於
け
1
0

軍
事
批
粧
即
日
み
ど
我
闘
の
み
の
特
質
と
す
る
の
は
首
ら
お
い
。

き
れ
ば
と
い
っ
て
乙
の
論
者
の
如
〈
、
日
木
資
本
主
義
の
特
殊
性
は
資
本
主
義
の
殻
展
と
共
に
一
般
性
の
下
に
消
滅
す
る
傾
向
、

或
は
と
れ
に
遁
膝
す
る
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
と
恋
し
、
暗
鰍
に
階
級
園
家
の
成
立
を
是
認
す
る
と
と
も
、
そ
の
ま
L
と
れ
を
肯
定
す

る
こ
と
は
出
来
汝
い
。
蓋
し
農
村
は
前
惑
の
如
く
資
本
主
義
化
の
傾
向
を
示
さ
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
日
本
資
本
主
義
は
農
村

を
そ
の
一
翼
と
す
る
よ
り
も
寧
ろ
之
を
不
可
分
の
構
造
部
分
と
し
て
護
迭
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
尤
も
論
者
の
い
ふ
が
如
く
日

本
安
本
主
義
は
一
定
の
郡
一
に
打
出
さ
れ
た
ま
L

で
止
っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
〈
.
資
本
主
義
一
般
に
共
通
の
殻
展
傾
向
を
示
し
て
来
た
。

併
し
そ
れ
は
日
本
資
本
主
義
の
外
形
的
た
一
一
聞
で
あ
っ
て
、
内
閣
的
に
は
他
民
重
要
注
性
質
を
持
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
資
本
主
義
経

済
の
瑳
達
が
我
闘
力
の
粧
品
何
的
充
賓
と
い
ふ
要
求
に
基
い
て
行
は
れ
た
と
い
ふ
黙
で
あ
る
。

回

結

語

以
上
に
於
て
、
農
村
枇
合
機
構
を
中
心
と
し
て
見
た
る
日
本
資
本
主
義
の
性
質
に
闘
す
る
こ
勺
の
見
解
を
紹
介
し
、
之
に
針
す
る



若
干
の
卑
見
を
加
へ
た
。
二
つ
の
見
解
は
夫
々
農
村
枇
命
日
機
構
に
封
建
的
性
質
を
附
興
す
る
か
又
は
近
代
的
・
資
本
家
的
性
質
を
附

興
す
る
か
に
従
っ
て
、

日
本
資
本
主
義
の
性
質
に
就
て
も
そ
の
特
殊
性
を
強
調
す
る
か
、

一
般
性
を
強
調
す
る
か
、
相
互
に
針
立
し

て
ゐ
る
が
、
結
局
に
於
て
共
鹿
に
は
共
通
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
要
す
る
に
封
建
的
に
か
資
本
家
的
に
か
階
級
針
立
の
枇
舎

を
考
へ
、
之
を
以
て
日
本
資
本
主
義
の
性
質
の
全
部
で
あ
る
か
の
如
き
印
象
を
輿
へ
て
ゐ
る
鞘
で
あ
る
。

い
ふ
迄
も
な
く
日
本
資
本

主
義
は
、
そ
れ
が
資
本
主
義
で
あ
る
以
上
必
然
的
に
階
級
封
立
の
関
係
を
内
包
し
て
ゐ
る
。
併
し
そ
れ
は
支
配
階
級
の
利
盆
の
た
め

の
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
。
詳
論
す
る
ま
で
も
な
〈
欧
羅
巴
諸
国
に
於
で
は
、
約
針
主
義
的
危
王
様
に
針
し
て
急
進
的
に
か
漸
進

的
に
か
民
主
々
義
的
出
演
革
が

F
よ
り
行
は
れ
、
所
謂
民
主
土
嚢
圏
家
乃
至
は
民
主
主
義
此
舎
が
成
立
し
殻
日
比
し
た
。
然
る
に
段
固
に

於
で
は
か
h
h

る
絶
針
主
義
的
な
も
の
は
存
せ
や
、
従
っ
て
下
か
ら
の
民
主
均
義
革
命
は
超
ら
や
、
町
而
ナ
ウ
逆
に
民
主
主
投
的
性
質
の
費

サ
叫
が
上
か
ら
興
〈
ら
れ
、
資
本
ト
γ
議
絞
梢
の
育
成
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
聞
し
て
そ
の
育
成
は
、

L
Z
K
よ
勺
て
我
闘
の
粧
抑
力
を

定
貸
し
以
て
政
治
的
に
列
強
と
針
等
の
地
位
に
立
た
ん
と
す
る
園
の
使
命
に
出
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
最
も
重
要
腕
せ
ら

れ
た
の
は
資
本
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
つ
き
最
初
政
府
は
民
間
の
個
人
資
本
の
結
合
を
勧
奨
す
る
と
同
時
に
、
自
ら
の
政
治
的
・
財
政

的
活
動
に
よ
っ
て
之
を
調
達
し
、
後
に
は
所
詞
財
閥
と
提
携
す
る
と
と
L
も
た
つ
た
。
資
本
力
の
強
化
が
如
何
に
重
要
政
せ
ら
れ
た

か
は
、
企
業
結
合
が
害
悪
説
せ
ら
れ
宇
し
て
逆
に
奨
勘
せ
ら
れ
た
こ
と
に
上
つ
で
も
窺
は
れ
る
。

併
し
乍
ら
斯
〈
の
如
き
事
情
は
、
経
済
活
動
の
自
由
が
原
則
と
せ
ら
れ
た
こ
と
h
相
侠
っ
て
、
資
本
主
義
粧
済
を
極
め
て
短
日
月

に
設
展
せ
し
む
る
と
同
時
に
、
そ
の
殻
展
を
著
し
く
不
均
等
な
ら
し
め
た
。
工
業
と
商
業
及
金
融
業
と
の
聞
の
不
均
等
、
工
業
部
門

に
於
け
る
大
経
替
と
中
小
経
営
と
の
聞
の
不
均
等
、
猫
占
資
本
力
と
持
働
者
階
級
の
勢
力
と
の
問
の
不
均
等
、
農
業
と
工
業
と
の
閥

日
本
実
本
主
義
白
性
質
に
就
て

第
侶
十
八
巻

七
O 

第
四
貌

。
九



日
本
資
本
主
義
の
性
質
に
就
て

第
四
十
八
巻

七
O 

第
四
競

O 

の
不
均
等
な
ど
そ
れ
で
あ
る
。
特
に
最
後
の
貼
は
‘

ヱ
業
に
於
て
は
高
度
の
資
本
主
義
が
設
展
せ
る
に
も
拘
ら
十
、
農
業
に
於
て
は

論
者
が
見
て
以
で
封
建
的
と
す
る
と
こ
ろ
の
家
族
的
小
農
制
が
支
配
的
で
あ
る
が
如
き
祇
態
と
左
っ
て
現
は
れ
て
ゐ
る
。
而
も
こ
の

貼
が
他
の
不
均
等
夜
る
欣
態
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
が
少
く
な
い
。
例
へ
ば
持
働
者
階
級
の
勢
力
の
微
弱
な
る
こ
と
は
、

一
つ
に
は
彼
等
が
家
族
的
農
村
を
主
た
る
供
給
源
と
し
、
そ
の
農
村
は
常
に
潜
在
的
治
人
口
地
剰
の
紙
強
忙
あ
る
こ
と
に
起
似
す

35 
0 

要
す
る
に
日
本
資
本
主
義
は
、
政
治
的
・
軍
佑
的
・
粧
桝
的
に
著
し
ぐ
後
れ
た
る
我
園
の
経
済
力
を
充
賞
す
る
た
め
に
育
成
せ
ら

れ
、
極
め
て
短
日
月
の
問
に
穎
著
左
る
都
民
展
を
遂
げ
た
。
而
し
て
そ
れ
が
資
本
主
義
で
あ
る
以
上
必
然
的
に
近
代
的
階
級
針
立
の
枇

曾
闘
係
を
内
包
し
た
が
、
同
時
に
未
だ
資
本
主
義
化
せ
ざ
る
家
族
的
表
村
は
、

そ
の
不
可
分
の
待
遇
部
分
と
し
て
或
は
そ
の
重
要
た

る
支
柱
と
し
て
、
資
本
主
義
の
設
展
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
。
併
し
そ
れ
は
農
村
枇
曾
機
構
が
封
建
的
で
る
る
が
故
に
で

は
な
く
、
ま
た
近
代
的
で
あ
る
が
故
に
で
も
友
く
、
貨
に
そ
れ
が
家
族
的
小
農
制
な
る
が
故
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
農
村
枇
合
機
構
を

中
心
と
し
て
見
た
る
日
本
資
本
主
義
が
全
両
的
に
階
級
封
立
の
性
質
を
持
っ
て
ゐ
る
と
は
稀
し
難
く
、
ま
た
そ
の
内
包
す
る
階
級
の

針
立
が
全
閥
的
に
階
級
利
径
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
考
へ
方
も
、
園
の
立
揚
か
ら
再
吟
味
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。




